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2015年9月、朝日 透教授（先進理工学専攻 主任）が本プログラム2代目のコーディネー

ターに就任しました。

「2012年10月にスタートして以来、5年一貫制博士課程・先進理工学専攻の新設と、当該専攻にて行うカ

リキュラムの設計・整備・改善に邁進

してきました。修士号を付与しない

本専攻において学生にとって中間の

関門となるQualifying Examination

制度や、産業界・官界からも積極的

に教員や講師を迎えて、エネルギー

の理工学に関する多様な情報・知識・

考え方に触れられる機会を用意して

きました。講義形式の科目に加え、

エネルギー現場実習や海外研究機関

実習（3 ヶ月）、企業インターンシッ

プ（3 ヶ月）などの実践的な科目、さ

らには、JX社長あるいはエネルギー

に詳しい政治家との懇談の機会など

もありますし、企業役員級のボード

メンバーに研究計画

をプレゼンして方針に助言を授か

るアドバイザリーボードによる審査なども特

徴的かつ学生からの評判も良い取り組みだと思います。

挑戦的なカリキュラムの構築・運営を経て4年目を迎えるにあたり、

地ならしは終えたのではないかと考えています。そして来年度、いよいよ最初の学

位取得者が社会に飛び出していくことになります。これまでに実施してきたエネルギーの理工

学という学問分野の教育の成果が社会に試されるときだと感じています。従来の博士後期課程に進学して

いては決して得られなかった機会を多く提供してきた自負を持っていますし、学生達も機会を活用して、成

長を遂げています。また、一流学術誌への論文掲載や国際会議での発表や表彰、国際科学技術コンペ等での

受賞など、高い専門性を裏付ける成果も出ています。今後は、これまでの活動で得られた実績を見直し、よ

り効果の高い教育や学生自身が求めているカリキュラムの導入検討、企業等と育成したリーディング生との

出会いの場のさらなる創出などに取り組んで参りたいと思います。

意欲ある学生の参加を歓迎するとともに、社会の皆さまからのご助力をお願いする次第です。」
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ミシガン大学アナーバー校でテクニカルコミュニケーションを専門に教えているJ. Fishstrom先生を招聘して

6日間の集中講座を実施し、3期生・4期生のうち8名が履修しました。本科目はLD2年のQE前の必修科目となっ

ており、研究成果を論文誌等において発信するための論

理構成力やテクニカルライティングスキル等を習得する

ことを目的としています。日程前半はセミナー形式で毎

回のテーマ（Technical ReportやCVの書き方、プレゼ

ンテーションなど）に合わせてレポートやレジュメを提出

し、後半にはマンツーマン形式で研究アブストラクトの

書き方など指導を受け、アメリカ型の授業を体感して充

実した日程を終えました。

台湾企業TECO Electric and Machineryが主催

するグリーンテクノロジー技術の国際コンテスト

「TECO Green Tech Contest」に、早稲田大学の

代表として西出宏之教授率いるプログラム履修生

チームが出場しました。アメリカ、ドイツ、ロシア、

スウェーデン、中国、台湾、シンガポール、日本の

各国の名門大学の代表22チームが競い、プログラ

ム履修生等が提案した「Hydrogen Storageable 

Plastics: Hydrogenation by Surplus Electric 

Power」が、昨年度の入賞から順位を上げ日本チー

ム最高位の3位を獲得しました。

お茶の水女子大学、慶應義

塾大学および本プログラムの

教員・学生が集い、英語での

ワークショップ及び交流会を

開催しました。各プログラム

の紹介と26名の学生による自

己紹介の後、混合チームに分

かれて様々な課題解決について

ディスカッションし、プレゼン

テーションと講評を受けました。

2016年度の先

進理工学専攻入

学生（5期生）を対

象として、オリ

エンテーション

合宿を実施しま

した。5期生によ

る自己紹介プレゼンテーションののち、上級生（1 ～ 2期生）によるカリキュラムの内容

や受講してみての本音の紹介、複数分野から集まった専攻教員による、各分野のキャリ

アパス紹介等がありました。5期生からの質問に対して上級生が答えたりアドバイスす

る時間も多くとられ、また、懇親会でも引き続き活発な意見交換がありました。

ミシガン実践的英語演習

TECO Green Tech Contest 2015

リーディングプログラム交流会

2016年度入学生 オリエンテーション合宿

2015年8月2日（日）－7日（金）　早稲田大学 軽井沢セミナーハウス

2015年8月25日（火）　台湾 National Taiwan Science Education Center

2015年8月27日（木）　お茶の水女子大学

2015年9月26日（土）−27日（日）　ホテルサンルート高田馬場
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